
平
安
時
代
の
天
台
宗
山
門
派
と
天
台
宗
寺
門
派

松

本

光

隆

ー
寺
門
派
の
学
問
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
ー

は
じ
め
に

こ
こ
に
、
さ
ほ
ど
の
紙
数
で
は
な
い
が
、
先
行
研
究
の
多
い
の
を
承
知
で
記
し
て
み

よ
う
と
す
る
の
は
、
日
本
史
学
や
宗
教
史
学
の
分
野
に
お
い
て
は
、
実
に
良
く
知
ら
れ

た
平
安
時
代
中
頃
以
降
の
天
台
宗
山
門
派
と
天
台
宗
寺
門
派
と
の
政
治
的
抗
争
、
武
力

衝
突
に
ま
で
及
ん
だ
歴
史
を
取
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
稿
者
自
身

は
、
研
究
と
し
て
は
実
に
低
い
レ
ベ
ル
の
意
味
し
か
持
た
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
に

も
関
わ
ら
ず
、
稿
者
が
あ
え
て
ペ
ー
ジ
を
裂
こ
う
と
す
る
意
図
は
、
旧
稿（

１
）の
最
後
に
「
お

わ
り
に
」
と
し
て
記
し
た
、

◯
以
上
、
院
政
期
の
西
墓
点
資
料
を
取
り
上
げ
、
声
点
の
加
点
状
況
を
帰
納
整
理
し
、

１
、
西
墓
点
資
料
の
特
徴
と
さ
れ
る
声
点
「
△
」
は
、
平
安
中
期
末
か
ら
平
安
後

期
の
初
頭
に
、
慶
祚
が
使
用
を
始
め
た
も
の
で
、
以
降
、
三
井
寺
を
中
心

と
す
る
天
台
宗
寺
門
派
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

２
、
院
政
期
の
西
墓
点
資
料
で
、
声
点
「
△
」
を
使
わ
な
い
資
料
が
存
す
る
が
、

こ
の
資
料
の
伝
来
を
、
奥
書
ま
た
資
料
の
成
立
事
情
等
を
示
す
書
入
を
観

察
す
る
と
、
天
台
宗
も
山
門
派
に
お
い
て
伝
え
ら
れ
た
西
墓
点
資
料
で
あ

る
こ
と
が
、
当
時
の
実
情
で
あ
っ
た
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

の
結
論
を
得
た
。
取
り
上
げ
た
資
料
の
絶
対
量
が
、
決
し
て
多
く
は
な
く
、
右
の

結
論
の
妥
当
性
を
保
証
す
る
も
の
で
は
無
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
院
政
期
西
墓
点

資
料
の
本
奥
書
か
ら
は
、
山
上
を
追
わ
れ
た
慶
祚
が
、
恐
ら
く
三
井
寺
を
中
心
に
、

長
保
年
間
前
後
に
、
盛
ん
に
伝
授
を
行
っ
て
い
た
実
態
が
知
ら
れ
る
。
更
に
想
像

を
逞
し
く
し
て
、
声
点
「
△
」
の
使
用
が
慶
祚
に
始
ま
る
と
す
る
な
ら
ば
、
山
上
に

対
す
る
寺
門
派
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
誇
示
で
あ
っ
た
様
に
も
読
み
取
る
こ

と
が
可
能
で
は
あ
る
ま
い
か
。

旧
稿
に
お
い
て
は
、
濁
音
を
示
す
「
△
」
声
点
の
発
明
者
が
、
天
台
宗
寺
門
派
の
慶

祚
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
し
て
、
そ
の
発
明
は
、
複
層
的
な
理
由
で
あ
る
と
捉
え
る
べ

き
で
あ
る
こ
と
は
当
然
の
歴
史
解
釈
の
有
り
様
で
あ
ろ
う
が
、
天
台
宗
両
派
の
動
向
を

記
述
し
て
み
れ
ば
、
寺
門
派
慶
祚
の
自
派
の
教
学
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
主
張
す
る

所
に
、「
△
」
声
点
成
立
の
機
縁
が
濃
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
認
め
た
か
ら
で
あ
る
。「
想

像
を
逞
し
く
し
て
記
し
た
、
寺
門
派
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
誇
示
と
は
何
を
言
う
の

か
」
と
の
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
の
を
受
け
て
の
起
筆
で
あ
る
。

今
一
つ
に
は
、
天
台
宗
寺
門
派
関
係
資
料
の
み
な
ら
ず
、
南
都
に
関
わ
る
資
料
に
も

「
△
」
声
点
が
現
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
理
由
も
、
こ
の
天
台
宗
山
門
派
と
寺
門

派
の
確
執
に
関
連
す
る
言
語
伝
播
の
結
果
で
あ
ろ
う
と
考
え
記
し
て
お
き
た
い
と
判
断

し
た
か
ら
で
あ
る
。

一
、
平
安
時
代
中
期
に
お
け
る
天
台
宗
山
門
派
と
天
台
宗
寺
門
派
の
抗
争
の
発
端
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平
安
時
代
中
期
十
世
紀
に
始
ま
っ
た
天
台
宗
山
門
派
と
天
台
宗
寺
門
派
の
抗
争
の
発

端
と
な
る
で
あ
ろ
う
感
情
的
な
対
立
を
、
更
に
教
団
初
期
に
遡
っ
て
み
れ
ば
、
天
台

宗
山
門
派
が
、
最
澄
の
弟
子
で
あ
る
第
三
代
天
台
座
主
慈
覚
大
師
円
仁
（
七
九
四
〜

八
六
四
）
の
系
列
の
僧
侶
集
団
を
指
し
、
一
方
、
天
台
宗
寺
門
派
は
、
遡
っ
て
最
澄
の

通
訳
と
し
て
渡
唐
し
た
義
真
（
七
八
一
〜
八
三
三
）
の
弟
子
で
あ
る
第
五
代
天
台
座
主

智
証
大
師
円
珍
（
八
一
四
〜
八
九
一
）
の
弟
子
達
の
系
列
を
指
し
て
の
謂
い
で
あ
る
事

に
始
ま
る
。
円
仁
と
円
珍
が
、
共
に
初
期
天
台
宗
に
お
い
て
重
き
を
置
か
れ
た
の
は
、

両
者
と
も
渡
唐
を
果
た
し
、
最
澄
が
十
分
に
は
伝
え
得
な
か
っ
た
密
教
に
関
し
て
の
天

台
宗
教
団
に
お
け
る
不
足
を
補
い
、
将
来
品
も
多
く
、
後
の
天
台
宗
教
団
を
支
え
る
評

価
を
得
た
高
僧
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
両
者
は
、
入
唐
八
家
の
一
人
で
、
そ
の
将
来

録
を
通
覧
す
れ
ば
、
両
者
が
天
台
宗
教
団
に
お
い
て
重
ん
ぜ
ら
れ
た
一
端
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

天
台
宗
慈
覚
大
師
円
仁
の
流
を
天
台
宗
山
門
派
と
言
い
、
智
証
大
師
円
珍
の
流
を
寺

門
派
と
称
す
る
が
、
円
仁
、
円
珍
の
生
き
た
時
代
か
ら
存
在
し
た
こ
と
ば
で
は
あ
る
ま

い
。
こ
の
両
系
統
の
僧
侶
集
団
間
に
は
、
平
安
時
代
初
期
か
ら
も
種
々
の
確
執
が
あ
っ

て
、
義
真
の
後
、
義
真
の
弟
子
達
は
、
比
叡
山
上
を
追
わ
れ
る
よ
う
な
確
執
を
産
み
始

め
て
い
る
。
こ
の
義
真
の
弟
子
た
ち
が
、円
仁
の
弟
子
系
統
の
山
僧
に
追
わ
れ
た
折
に
も
、

義
真
の
弟
子
で
あ
る
円
珍
は
山
上
よ
り
下
ら
ず
、
以
後
、
十
二
年
の
籠
山
を
し
た
と
言

わ
れ
る
。

　

か
か
る
両
派
の
対
立
は
、
天
台
教
団
初
期
に
し
て
既
に
芽
吹
い
て
い
る
と
認
め
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
時
代
を
降
っ
て
の
平
安
中
期
の
山
門
派
寺
門
派
両
派
の
対
立
抗
争
は
、
寺
門

派
の
行
誉
（
八
九
三
〜
九
七
〇
）
の
資
で
、同
じ
く
寺
門
派
の
観
音
院
僧
正
餘
慶
（
九
一
九

〜
九
九
一
）
に
纏
わ
る
朝
廷
の
判
断
に
始
ま
る
。

　

こ
の
十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
懸
け
て
の
天
台
両
派
の
抗
争
と
し
て
著
名
な
抗
争
は
、

武
力
行
使
に
ま
で
及
ん
だ
山
門
派
と
寺
門
派
と
の
対
立
で
あ
る
。
こ
の
対
立
は
、
天
元

四
年(

九
八
一)

十
一
月
二
十
九
日
に
、
寺
門
派
の
餘
慶
が
法
性
寺
座
主
に
補
せ
ら
れ
た

事
に
始
ま
る
。
こ
の
山
門
派
・
寺
門
派
の
対
立
は
、
特
に
、
時
代
を
降
っ
て
の
寺
門
派

に
は
深
刻
で
、
そ
の
深
刻
さ
は
以
後
鎌
倉
時
代
に
ま
で
継
続
さ
れ
た
。
そ
の
問
題
と
は

後
に
説
く
が
、
戒
壇
問
題
で
あ
る(

以
下
、
一
々
の
記
事
の
典
拠
を
掲
げ
る
煩
を
厭
い
、
節
末
に
一
括

し
て
、
参
考
文
献
を
掲
げ
る)

。

　

餘
慶
は
、
諡
智
弁
。
筑
前
早
良
の
人
。
慕
う
資
は
多
か
っ
た
様
で
、
元
亨
釈
書
巻
第

十
一
の
餘
慶
の
記
事
末
に
は
、

　
　

〇
正
暦
二
年(

九
九
一)

閏
二
月
十
八
日
化
。
年
七
十
三
。
諡
智
弁
。
慶
有
四
神
足
。

　
　
　

觀
修
。
勝
算
。
慶
祚
。
穆
算
也
。

と
あ
る
。
後
に
も
記
す
が
、餘
慶
の
資
の
神
足
四
人
は
、天
台
宗
両
派
の
抗
争
に
関
わ
り
、

時
代
の
波
に
翻
弄
さ
れ
た
寺
門
派
の
四
人
で
あ
る
。

　

餘
慶
は
、
今
昔
物
語
集
に
も
、
霊
験
を
現
し
た
有
験
の
僧
と
し
て
説
話
が
掲
げ
ら
れ
、

朝
家
の
帰
依
は
殊
に
厚
か
っ
た
様
で
あ
る
。

　

折
し
も
、
時
代
的
に
重
な
っ
て
い
る
山
門
派
に
は
、
第
十
八
代
天
台
座
主
と
な
っ
た

慈
慧
大
師
良
源
が
あ
っ
て
、
良
源
は
、
天
台
宗
比
叡
山
中
興
の
祖
で
あ
る
と
評
さ
れ
る
、

政
治
的
に
も
力
を
持
っ
た
山
門
派
僧
の
存
在
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

　

餘
慶
は
、
天
元
二
年(

九
七
九)

に
、
園
城
寺
長
吏
に
補
任
さ
れ
て
、
天
元
四
年(

三

年
説
ア
リ)

五
月
に
寺
門
派
僧
で
あ
る
餘
慶
に
つ
い
て
、
法
性
寺
座
主
へ
の
補
任
が
朝
議

に
か
か
り
、
十
一
月
二
十
九
日
に
は
法
性
寺
座
主
へ
の
補
任
発
令
の
運
び
と
な
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
山
門
派
の
衆
徒
は
反
対
し
、
法
性
寺
座
主
は
、
山
門
派
弁
日
が
最
初
で
、

以
後
九
代
山
門
派
の
僧
が
務
め
て
居
る
こ
と
を
楯
に
し
た
。
十
二
月
七
日
に
は
、
山
門

派
の
衆
徒
が
、
関
白
藤
原
頼
忠
邸
に
乱
入
し
て
濫
行
を
働
き
、
こ
れ
に
対
し
て
頼
忠
は
、

同
九
日
、
朝
廷
に
被
害
届
を
出
し
て
い
る
。
後
に
、
頼
忠
邸
乱
入
の
張
本
人
で
あ
る
比

叡
山
の
僧
綱
・
大
法
師
一
六
〇
人
に
は
、
公
請
停
止
の
処
罰
が
課
せ
ら
れ
た
。
十
二
月

十
五
日
、
時
の
天
台
座
主
良
源
は
餘
慶
の
法
性
寺
座
主
を
改
め
る
よ
う
訴
状
を
進
上
し

て
い
る
。
そ
れ
に
先
立
ち
十
二
月
十
三
日
に
餘
慶
は
、
法
性
寺
座
主
の
辞
表
を
進
っ
て
、

餘
慶
自
身
法
性
寺
拝
堂
が
叶
わ
ぬ
ま
ま
法
性
寺
座
主
の
任
を
解
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
寺
門
派
餘
慶
の
法
性
寺
座
主
へ
の
補
任
問
題
に
ま
つ
わ
り
、
山
門
派
と
寺
門
派
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と
の
対
立
が
激
化
し
て
、
比
叡
山
上
に
あ
っ
た
餘
慶
自
身
は
門
人
数
百
人
を
連
れ
北
岩

倉
の
観
音
院
に
、
四
神
足
の
内
、
勝
算
は
数
十
の
門
人
と
白
河
の
修
学
院
に
、
觀
修
は

門
人
三
十
余
人
と
共
に
岩
蔵
解
脱
寺
へ
、
穆
算
も
門
人
と
共
に
北
白
河
一
乗
寺
へ
と
比

叡
山
を
逃
れ
た
。

　

餘
慶
四
神
足
の
内
、
慶
祚
は
、
寺
門
派
百
余
人
と
共
に
比
叡
山
上
に
残
り
、
智
証
大

師
円
珍
関
係
の
古
蹟
で
あ
る
円
珍
の
住
房
で
あ
っ
た
山
王
院
や
千
手
院
経
蔵
を
護
ら
ん

と
し
た
。
朝
廷
も
、
円
珍
関
係
の
将
来
品
等
の
散
佚
焼
亡
を
案
じ
た
ら
し
く
、
比
叡
山

上
の
住
僧
に
対
し
、
天
元
五
年
（
九
八
二
）
正
月
九
日
勅
使
を
延
暦
寺
に
遣
わ
し
て
、

翌
十
日
三
綱
に
対
し
て
千
手
院
経
蔵
守
護
の
勅
命
を
下
し
て
い
る
。
背
景
に
は
、
こ
の

時
の
天
台
座
主
良
源
が
、
千
手
院
経
蔵
、
観
音
院
、
一
乗
寺
を
焼
き
払
い
、
餘
慶
や
穆

算
な
ど
五
人
の
殺
害
を
企
て
て
い
る
と
の
風
聞
が
有
っ
た
ら
し
く
、
良
源
は
、
奏
状
を

献
じ
て
こ
の
噂
を
否
定
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
依
然
と
し
て
、
朝
廷
の
餘
慶
に
対
す
る
信
認
は
厚
く
、
小
右
記
天
元

五
年
三
月
二
十
一
日
条
な
ど
に
は
、
餘
慶
の
仁
寿
殿
に
お
け
る
不
動
法
勤
修
の
記
事
な

ど
が
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
朝
廷
の
帰
依
は
、
永
祚
元
年(

九
八
七)

九
月
二
十
九
日
の
餘
慶
の
天
台

座
主
補
任
へ
と
繋
が
っ
て
行
く
。
朝
廷
の
宣
命
使
源
能
遠
は
、
同
日
、
宣
命
を
携
え
て

比
叡
山
に
登
ろ
う
と
し
た
が
、
道
半
ば
に
し
て
、
法
師
数
百
人
に
遮
ら
れ
延
暦
寺
へ
至

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
十
月
一
日
に
、
能
遠
は
再
び
坂
本
側
か
ら
比
叡
山
に
登
ろ

う
と
し
た
が
、
坂
本
に
て
山
門
派
の
衆
徒
に
、
携
え
た
宣
命
を
破
り
捨
て
ら
れ
る
事
態

が
起
こ
っ
た
。

　

山
門
派
の
衆
徒
は
、
餘
慶
の
天
台
座
主
補
任
に
抗
し
て
、
寺
門
派
の
天
台
座
主
補
任

で
あ
る
な
ら
ば
講
堂
を
開
け
ぬ
と
し
て
、
門
戸
を
固
く
閉
ざ
し
て
し
ま
っ
た
。

　

十
月
二
日
に
は
、
坂
本
に
て
宣
命
を
破
り
捨
て
た
山
門
派
の
僧
数
十
人
が
罰
せ
ら
れ

る
。
同
四
日
に
は
、
藤
原
時
方
が
検
非
違
使
を
伴
い
登
山
し
て
宣
命
を
読
み
上
げ
た
。

　

同
月
二
十
九
日
に
な
っ
て
、
か
か
る
騒
動
に
対
す
る
宣
命
が
下
さ
れ
、
右
大
弁
藤
原

在
国
が
宣
命
を
帯
し
て
前
唐
院(

慈
覚
大
師
の
塔)

に
て
山
門
派
衆
徒
の
暴
虐
を
訴
え
た
。

　

同
年
十
二
月
二
十
七
日(

資
料
に
よ
り
日
付
の
齟
齬
あ
り)

に
至
り
、
餘
慶
は
天
台
座
主
の
辞

表
を
上
っ
て
任
を
罷
免
さ
れ
た
。
餘
慶
の
天
台
座
主
は
、実
に
三
ヶ
月
間
の
事
で
あ
っ
た
。

餘
慶
は
、
正
暦
二
年
（
九
九
一
）
閏
二
月
十
八
日
に
七
十
三
歳
に
て
遷
化
す
る
。

　
　
　

二
、
慶
祚
、
比
叡
山
か
ら
園
城
寺
へ

　

餘
慶
下
山
の
折
、
比
叡
山
上
よ
り
降
ら
ず
、
智
証
大
師
の
古
跡
を
護
持
し
て
比
叡
山

に
残
っ
て
い
た
の
は
、
餘
慶
の
四
神
足
の
内
、
慶
祚
の
み
で
あ
っ
た
。
慶
祚
は
、
大

外
記
中
原
師
元
の
息
で
、
園
城
寺
に
龍
雲
房
を
営
み
、
龍
雲
房
大
阿
闍
梨
と
言
わ
れ

た
。
顕
密
を
良
く
し
て
、
衆
生
の
化
度
を
自
ら
の
任
と
し
て
い
た
と
言
う
。
寛
仁
三
年

(

一
〇
一
九)

十
二
月
二
十
二
日
、
寿
六
十
五
に
て
示
寂
し
た
。

　

さ
て
、
慶
祚
が
ま
だ
比
叡
山
上
に
あ
っ
た
、
正
暦
四
年(

九
九
三)

七
月
よ
り
両
派
の

抗
争
に
再
び
火
が
付
く
。

　

七
月
二
十
八
日
、
慈
覚
大
師
円
仁
ゆ
か
り
の
赤
山
禅
院
で
事
件
が
出
来
す
る
。
赤
山

禅
院
は
、
慈
覚
大
師
入
唐
求
法
の
際
、
赤
山
法
華
院
に
拝
登
し
て
、
帰
朝
後
に
赤
山
明

神
を
勧
請
し
て
、
鎮
護
国
家
興
隆
天
台
の
祈
り
を
込
め
て
建
立
し
た
比
叡
山
の
塔
頭
で
、

慈
覚
大
師
入
唐
求
法
の
際
の
笠
、
杖
や
衣
、
笏
を
納
め
た
山
門
派
の
霊
跡
で
あ
っ
た
。

そ
の
赤
山
禅
院
に
、
勝
算
の
資
で
あ
っ
た
成
算
が
、
人
を
遣
わ
し
て
、
乱
行
に
及
ん
だ
。

赤
山
禅
院
住
の
人
々
に
狼
籍
を
働
き
、
慈
覚
大
師
の
笠
と
杖
の
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ

た
。
八
月
に
な
っ
て
も
、
寺
門
派
の
観
音
院
、
修
学
院
の
兵
士
が
赤
山
禅
院
を
中
心
に

近
く
を
荒
ら
し
、
赤
山
禅
院
を
囲
ん
で
、
赤
山
禅
院
住
の
人
々
に
濫
妨
を
働
い
た
が
、

こ
れ
に
対
し
て
山
門
派
の
衆
は
、当
時
、園
城
寺
長
吏
で
あ
っ
た
勝
算
の
責
任
を
問
う
た
。

　

こ
の
寺
門
派
僧
の
濫
行
に
対
し
て
、
山
門
派
の
宗
徒
は
、
八
月
八
日(

資
料
に
よ
っ
て
月

日
が
異
な
る)

に
、
智
証
大
師
の
旧
跡
千
手
院
や
寺
門
派
僧
の
住
房
を
焼
き
払
っ
た
。
寺
門

派
僧
達
は
、
深
更
に
及
ん
で
一
千
余
人
が
、
比
叡
山
を
下
り
、
岩
蔵
大
雲
寺
に
逃
れ
た

と
言
う
。
こ
の
寺
門
派
衆
徒
の
な
か
に
は
、
餘
慶
の
四
神
足
で
、
比
叡
山
上
に
智
証
大

師
の
古
蹟
を
守
っ
て
い
た
慶
祚
が
含
ま
れ
、
他
に
山
本
房
阿
闍
梨
賀
延
、
修
習
房
阿
闍
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梨
忠
増
供
奉
、
西
方
院
源
珠
大
僧
正
の
四
人(

源
珠
の
無
い
資
料
あ
り)

が
、
衆
徒
を
率
い
て

下
山
し
、
大
雲
寺
に
入
っ
た
。

　

時
を
措
か
ず
し
て
、
慶
祚
は
、
同
年
九
月
十
五
日
に
は
、
大
雲
寺
よ
り
園
城
寺
に
転

じ
て
い
る
。
説
話
性
の
強
さ
を
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、元
亨
釈
書
巻
第
四
に
は
、

　
　

〇
祚
率
徒
移
大
雲
寺
。
不
幾
又
遷
園
城
寺
。
園
城
寺
雖
智
證
興
建
徒
衆
尚
寡
。
及

　
　
　

祚
之
來
學
者
四
方
〓
至
。
三
井
之
道
此
時
爲
熾
徒
屬
益
繁
。

と
あ
っ
て
、慶
祚
の
園
城
寺
移
住
に
よ
っ
て
、衰
退
気
味
で
あ
っ
た
園
城
寺
に
人
が
溢
れ
、

寺
門
派
の
学
も
盛
ん
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
旧
稿（

２
）に

「
△
」
声
点
が
、
慶
祚
に
始
ま
り
寺
門
派
に
受
け
継
が
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
と
し
て
、
そ
れ
は
、
慶
祚
の
寺
門
派
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
発
露
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
が
、
顕
密
に
通
じ
た
園
城
寺
の
中
心
的
な
学
僧
で
あ
っ
て

み
れ
ば
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
山
門
派
と
の
抗
争
の
中
、
寺
門
派
学
の
象
徴
的
存
在
の

一
つ
と
し
て
、
濁
音
に
山
門
派
や
、
真
言
宗
諸
流
と
は
異
な
っ
た
「
△
」
を
使
用
し
て
、

自
ら
の
流
派
の
学
的
な
自
立
性
を
示
そ
う
と
し
た
と
見
て
も
、
強
ち
、
当
て
外
れ
で
も

あ
る
ま
い
。
こ
う
し
た
言
語
変
化
の
一
因
と
し
て
、
山
門
派
と
の
歴
史
的
な
抗
争
の
み

が
心
理
的
な
産
物
と
認
め
て
良
い
と
思
わ
れ
る
が
、
た
だ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
発

露
の
み
が
言
語
変
化
の
要
因
で
あ
る
と
す
る
に
は
、
些
か
の
躊
躇
を
覚
え
る
。
天
台
宗

内
の
政
治
的
動
態
の
み
で
は
な
く
、
種
々
の
疑
問
は
残
る
の
で
あ
っ
て
、
変
化
の
実
証

的
な
要
因
の
検
討
は
、
ま
だ
多
く
が
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
ろ
う
。

　

天
台
宗
寺
門
派
は
、
さ
ほ
ど
に
大
き
な
言
語
集
団
で
は
な
い
。
血
脈
集
や
、
潅
頂
脈

譜
の
類
に
お
い
て
、
山
門
派
と
寺
門
派
と
を
比
較
し
て
も
、
真
言
宗
両
流
と
天
台
宗
寺

門
派
と
を
比
較
し
て
も
、
同
時
代
の
規
模
は
、
寺
門
派
に
お
い
て
小
さ
い
。
な
ら
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
が
多
様
な
個
性
を
持
つ
で
あ
ろ
う
人
間
の
数
が
決
し
て
多
く
は
な
か
っ
た
寺

門
派
で
あ
る
か
ら
、
人
間
の
距
離
は
他
宗
派
に
比
べ
れ
ば
緊
密
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
し
、
山
門
派
に
対
す
る
心
情
も
寺
門
派
に
お
い
て
共
有
さ
れ
る
事
態
で

あ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
慶
祚
以
後
、「
△
」
声
点
が
、
寺
門
派
を
席
巻
し
て
も
良
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
状
は
、
十
一
世
紀
以
後
の
西
墓
点
資
料
に
お
い
て
、
濁
声
点
が
、

「
△
」
で
は
な
く
別
の
形
の
符
号
で
示
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、
少
な
く
は
な
い
。
例
え
ば
、

比
叡
山
上
に
残
っ
た
と
思
し
き
西
墓
点
資
料
を
十
二
世
紀
の
伝
授
の
た
め
に
書
写
加
点

さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
資
料
は
、
慶
祚
を
経
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
当
然
と

言
え
ば
当
然
で
あ
る
が
、「
△
」
声
点
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
十
一
、十
二
世

紀
の
三
井
寺
、
そ
の
他
、
寺
門
派
関
係
の
寺
院
の
名
が
、
奥
書
に
見
え
る
資
料
で
あ
っ

て
も
、「
△
」
声
点
を
使
用
し
て
い
な
い
西
墓
点
資
料
は
、
少
な
く
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
事
実
一
点
を
採
っ
て
も
、
単
純
に
山
門
派
や
他
宗
派
に
対
す
る
寺
門
派
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
誇
示
だ
け
で
は
解
釈
は
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。

　

旧
稿（
３
）に

引
い
た
西
墓
点
資
料
の
中
に
、「
△
」
声
点
を
使
わ
な
い
平
安
後
半
期
の
資
料

を
掲
げ
た
。
重
複
す
る
が
、
以
下
の
資
料
で
あ
る
。

　
　

資
料
12　

高
山
寺
蔵
大
聖
妙
吉
祥
菩
薩
説
除
災
教
令
法
輪
寛
治
六
年
（
一
〇
九
二
）

　
　
　
　
　
　

点
本
（
重
文
第
二
部
第

256
号
）

　
　

資
料
13　

東
寺
観
智
院
蔵
吉
祥
天
法
保
延
三
年
（
一
一
三
七
）
点
本
（
第
一
三
一

　
　
　
　
　
　

函
第
25
号
）

　
　

資
料
14　

高
山
寺
蔵
蘇
磨
呼
童
子
請
問
経
保
延
三
年
（
一
一
三
七
）
点
本
（
重
文

　
　
　
　
　
　

第
一
部
第
３
号
）

　
　

資
料
15　

大
金
剛
焔
口
降
伏
一
切
魔
怨
品
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
点
（
重
文
第

　
　
　
　
　
　

一
部
54
号
）

　
　

資
料
16　

大
毗
盧
遮
那
広
大
成
就
儀
軌
（
玄
法
寺
儀
軌
）
二
巻
（
校
倉
第
九
函
第

　
　
　
　
　
　

６
号
）

な
ど
に
は
、「
△
」
声
点
が
現
れ
な
い
。
旧
稿
で
は
、
出
現
し
な
い
理
由
の
一
つ
に
、
比

叡
山
上
に
残
っ
て
い
た
西
墓
点
資
料
の
影
響
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
定
し
た
が
、
そ
の

他
に
も
、
例
え
ば
、
旧
稿（

４
）に

取
り
上
げ
た
、

　
　

◯
随
心
院
蔵
胎
蔵
儀
軌
巻
下（
玄
法
寺
儀
軌
）承
暦
二
年（
一
〇
七
八
）点［
資
料
９
］

に
は
、「
△
」
声
点
が
現
れ
な
い
ば
か
り
か
、
他
の
西
墓
点
資
料
と
学
問
的
な
深
さ
が
異

な
っ
て
、
こ
の
資
料
で
は
漢
字
音
の
有
気
無
気
の
区
別
を
行
っ
て
い
る
。
慶
祚
の
訓
点
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に
連
な
る
「
△
」
声
点
の
現
れ
る
資
料
に
は
、
有
気
無
気
の
別
を
区
別
し
な
い
か
ら
、

西
墓
点
資
料
群
の
中
に
も
、
慶
祚
以
降
、
慶
祚
系
で
は
な
く
異
な
っ
た
学
系
の
寺
門
派

が
存
し
た
と
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
即
ち
、平
安
後
期
以
降
の
天
台
宗
寺
門
派
の
学
系
も
、

多
様
で
あ
っ
た
と
認
め
る
べ
き
で
、
一
宗
派
が
単
一
の
学
系
に
収
ま
っ
た
も
の
で
は
な

く
、
学
問
的
な
展
開
が
複
数
、
多
様
に
展
開
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
智
証
大
師
円
珍
の
流
を
汲
む
寺
門
派
も
、
学
的
な
拠
点
は
、
三
井
寺
以
外

に
も
点
在
し
た
と
み
る
の
が
、
穏
当
で
あ
ろ
う
。
慶
祚
直
系
の
流
に
は
あ
る
程
度
の
影

響
力
を
持
っ
て
「
△
」
声
点
が
伝
え
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、餘
慶
の
四
神
足
の
内
、

勝
算
、
観
修
、
穆
算
は
、
三
井
寺
長
吏
な
ど
も
務
め
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
に
お
け

る
訓
読
、
加
点
行
為
あ
る
い
は
伝
授
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
の
解
明
は
、
今
後
の

課
題
で
あ
ろ
う
。

　

慶
祚
の
顕
密
の
学
的
な
影
響
力
が
、
寺
門
派
の
中
に
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
事
は
、

否
定
で
き
な
い
が
、
寺
門
派
全
体
を
席
巻
し
た
も
の
で
は
な
い
。
慶
祚
か
ら
下
る
時
代

に
も
、
西
墓
点
資
料
に
は
、「
△
」
声
点
が
使
わ
れ
な
い
資
料
も
多
い
し
、
十
三
世
紀
以

後
の
資
料
中
の
「
△
」
声
点
の
出
現
は
、
極
め
て
稀
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
天
台
宗
寺
門
派
に
お
け
る
学
的
背
景
を
背
負
っ
て
実
現
さ
れ
る
訓
読
語
も
、
決

し
て
、
固
定
し
た
も
の
で
は
な
く
っ
て
、「
△
」
声
点
の
現
れ
る
資
料
で
あ
っ
て
も
、
旧

稿（
５
）に

取
り
上
げ
た
、

　
　

資
料
５　

東
寺
観
智
院
蔵
聖
閻
曼
徳
迦
威
怒
王
立
成
大
神
験
念
誦
法
永
久
二
年

　
　
　
　
　
　
（
一
一
一
四
）
点
（
第
三
〇
函
第
98
号
）

　
　

資
料
６　

東
寺
観
智
院
藏
甘
露
軍
荼
利
菩
薩
供
養
念
誦
成
就
儀
軌
永
久
二
年

　
　
　
　
　
　
（
一
一
一
四
）
点
（
第
一
三
一
函
第
９
号
）

　
　

資
料
７　

東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
降
三
世
成
就
極
深
密
門
永
久
二
年

　
　
　
　
　
　
（
一
一
一
四
）
点
（
第
三
〇
函
第
12
号
）

に
は
、
三
種
三
色
の
訓
点
が
現
れ
る
。
全
巻
に
亘
る
朱
点
と
墨
点
の
他
に
、
茶
色
の
点

が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
茶
色
の
点
に
対
応
す
る
奥
書
を
た
ど
れ
ば
、
こ
の
茶
色
の

点
が
、
慶
祚
の
訓
点
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
知
れ
る
。
そ
の
茶
色
の
点
に
は
「
△
」

声
点
が
出
現
す
る
の
で
あ
る
が
、
茶
色
の
点
は
、
非
常
に
断
片
的
で
、
朱
墨
の
訓
点
の

訓
読
に
対
す
る
慶
祚
の
異
説
を
ま
ば
ら
に
書
入
れ
た
の
み
で
あ
る
。
こ
の
状
況
か
ら
考

え
る
に
、
院
政
期
も
永
久
二
年
の
加
点
資
料
の
訓
読
語
の
本
体
は
、
慶
祚
の
訓
読
そ
の

も
の
の
伝
承
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
永
久
二
年
に
訓
読
さ
れ
た
訓
読
語
は
、
恐

ら
く
慶
祚
よ
り
も
降
っ
て
成
立
し
た
訓
説
に
従
っ
た
訓
点
で
、
慶
祚
の
訓
点
は
、
そ
の

永
久
二
年
に
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た
訓
読
語
に
対
し
て
、
寺
門
派
の
先
徳
で
あ
る
龍
雲

房
大
阿
闍
梨
慶
祚
の
訓
読
に
敬
意
を
払
っ
て
、
本
体
の
主
た
る
十
二
世
紀
の
訓
読
法
と

異
な
る
も
の
を
茶
色
の
点
で
加
点
し
て
、
そ
の
異
動
が
明
確
に
成
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
慶
祚
以
降
、
天
台
宗
寺
門
派
の
漢
文
訓
読
語
は
、

歴
史
的
変
化
を
遂
げ
た
も
の
で
、
大
積
徳
で
あ
る
と
言
う
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
、
慶

祚
没
後
の
平
安
時
代
後
半
期
に
慶
祚
の
訓
読
を
そ
の
ま
ま
伝
承
し
た
の
で
は
な
く
て
、

自
由
に
改
変
さ
れ
て
、
新
た
な
訓
読
が
生
成
さ
れ
続
け
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
実
態
を
、
実
は
、
漢
文
訓
読
語
史
解
析
に
お
い
て
十
分
に
重
視
す
る
必

要
が
あ
る
。
俗
家
の
博
士
家
で
は
、
特
に
、
経
書
に
お
い
て
平
安
後
半
期
か
ら
次
第
に

訓
読
法
の
規
範
形
式
の
固
定
が
顕
著
で
、
旧
稿（

６
）に

も
説
く
よ
う
に
、
規
範
と
す
べ
き
訓

読
法
の
加
点
さ
れ
た
経
書
は
「
正
本
」
と
の
価
値
評
価
で
指
し
示
さ
れ
、
こ
れ
に
外
れ

る
訓
点
資
料
は「
狼
藉
本
」と
の
評
価
価
値
を
与
え
ら
れ
軽
ん
じ
ら
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

か
か
る
事
態
は
、
博
士
家
の
権
威
を
支
え
る
と
共
に
、「
訓
読
法
の
正
誤

0

0

」
の
二
見
の
観

念
を
も
生
じ
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

か
か
る
博
士
家
の
明
経
道
の
訓
読
語
に
対
す
る
規
制
の
在
り
方
が
、
時
代
的
に
は
遅

れ
て
紀
伝
道
の
博
士
家
に
及
ん
だ
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
紀
伝
道
の
漢
文
注

釈
法
は
、
明
経
道
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
自
由
度
が
高
か
っ
た
よ
う
に
認
め
ら
れ
て
、
明
経

道
の
博
士
家
に
比
べ
れ
ば
訓
読
法
の
正
誤
観
念
に
縛
ら
れ
て
逼
塞
す
る
こ
と
が
な
い
自

由
度
で
推
移
し
た
と
み
る
の
が
良
か
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　

漢
文
訓
読
研
究
の
過
去
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
俗
家
博
士
家
の
訓
読
語
の
固
定
化
に

傾
い
て
行
く
様
態
が
、
無
批
判
に
仏
書
の
訓
読
語
の
実
態
に
ス
ラ
イ
ド
さ
れ
た
学
史
が
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あ
っ
て
、
僧
侶
の
流
派
に
よ
る
言
語
集
団
の
場
合
も
、
各
流
派
毎
に
確
固
と
し
て
動
か

し
が
た
い
一
種
類
の
規
範
的
訓
読
法
が
各
宗
派
流
派
の
訓
読
語
を
規
制
し
て
、
一
つ
の

漢
文
理
解
に
基
づ
い
て
の
一
つ
の
訓
読
法
を
形
成
し
、
伝
播
伝
承
さ
れ
た
と
見
る
事
で

平
安
鎌
倉
時
代
の
仏
書
訓
点
資
料
の
訓
読
語
を
捉
え
よ
う
と
し
た
試
み
は
、
学
史
的
に

は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
来
た
。
が
し
か
し
、
稿
者
は
、
そ
う
し
た
視
点
で
の
仏
書
訓
点

資
料
の
訓
読
語
史
は
、
十
全
の
成
果
を
上
げ
て
は
い
な
い
と
評
価
す
る
。

　

大
学
寮
を
中
心
に
し
た
博
士
家
、
あ
る
い
は
、
典
薬
寮
な
ど
も
含
め
て
も
良
い
と
思

う
が
、
漢
文
訓
読
に
携
わ
り
、
教
授
を
生
業
と
し
た
俗
家
の
人
々
の
学
習
研
究
の
拠
点

は
朝
廷
で
、
こ
れ
に
関
す
る
資
料
が
遺
存
す
る
。
畿
内
以
外
の
平
安
鎌
倉
時
代
の
地
方

国
衙
に
在
っ
た
俗
家
の
訓
読
語
の
様
態
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
仏
書
訓
点
資
料

の
場
合
も
、
偶
然
性
に
左
右
さ
れ
た
奈
良
、
京
都
な
ど
の
畿
内
中
心
の
訓
点
資
料
が
伝

存
の
ほ
と
ん
ど
で
、
漢
籍
類
と
資
料
の
伝
存
状
況
に
は
質
的
差
は
無
い
。
細
か
な
質
的

差
に
拘
れ
ば
、
漢
籍
類
の
場
合
は
、
洛
中
に
多
く
が
存
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
仏
書
の
場

合
は
、
洛
中
洛
外
に
在
っ
た
ろ
う
と
想
像
さ
れ
、
戦
乱
、
大
火
な
ど
の
被
害
は
、
洛
中

に
多
か
っ
た
ろ
う
か
ら
仏
書
の
伝
存
が
多
い
の
は
、
か
か
る
偶
然
性
に
左
右
さ
れ
た
と

認
め
ら
れ
る
。

　

現
存
資
料
の
遺
存
に
は
、
か
か
る
偶
然
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
も
、
平

安
鎌
倉
時
代
の
実
態
と
し
て
、
漢
籍
類
の
訓
読
語
の
伝
承
に
関
わ
っ
た
博
士
家
の
人
々

の
言
語
集
団
の
規
模
に
比
べ
て
、
仏
書
類
の
訓
読
語
の
伝
承
に
関
わ
っ
た
言
語
集
団
の

人
々
で
は
、
地
理
的
な
拡
が
り
や
人
数
に
お
い
て
、
博
士
家
の
規
模
を
凌
駕
し
て
い
た

こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
仏
書
類
の
訓
読
語
が
実
現
さ
れ
伝
え
ら
れ
た

拠
点
は
、
博
士
家
に
比
べ
て
多
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
、
そ
の
多
様
性
は
、
学
的
背
景

を
背
負
っ
て
の
訓
読
語
の
違
い
の
多
様
性
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

か
か
る
論
の
実
証
的
な
証
拠
は
、
旧
稿（

７
）に

説
い
た
如
く
で
、
諸
宗
派
流
派
の
中
で
も
、

言
語
集
団
の
規
模
が
小
さ
く
て
緊
密
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
天
台
宗
寺
門
派
の
西
墓

点
訓
点
資
料
に
現
れ
た
声
点
の
形
式
も
、
同
時
代
に
お
い
て
一
様
で
も
な
く
、
相
承
関

係
に
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
系
列
に
お
い
て
さ
え
、
声
点
の
形
式
に
は
、
揺
れ
が
認
め

ら
れ
る
。
学
的
に
も
、随
心
院
蔵
胎
蔵
儀
軌
承
暦
二
年
点
で
は
、有
気
無
気
の
区
別
に
従
っ

た
異
形
式
の
声
点
を
用
い
る
が
、
他
の
西
墓
点
資
料
に
は
、
こ
の
有
気
無
気
を
区
別
で

き
た
の
か
否
か
を
措
い
て
も
、
声
点
の
形
式
上
で
は
有
気
無
気
を
区
別
を
し
な
い
。

　

即
ち
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
、
漢
籍
類
の
訓
読
を
生
業
と
し
て
携
わ
っ
た
博
士

家
に
お
い
て
は
、時
代
と
共
に
保
守
的
権
威
主
義
的
に
推
移
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、一
方
、

仏
書
類
の
研
究
訓
読
に
関
わ
っ
た
仏
家
に
お
い
て
は
、
革
新
的
批
判
的
性
格
に
傾
い
た

宗
派
流
派
が
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
人
間
存
在
の
基
底
と
し
て
進
取
新
進

の
気
風
が
存
在
し
た
と
見
な
け
れ
ば
、
天
台
宗
を
基
と
し
た
鎌
倉
新
仏
教
生
成
、
あ
る

い
は
、
平
安
時
代
末
か
ら
の
新
義
真
言
宗
の
機
根
を
説
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ

う
。

　
　
　

三
、
慶
祚
以
後
の
天
台
宗
寺
門
派
と
南
都
資
料
に
見
え
る
「
△
」
声
点

　

餘
慶
の
四
神
足
の
内
、
最
後
ま
で
比
叡
山
上
に
留
ま
っ
た
慶
祚
が
比
叡
山
を
下
り
、

岩
蔵
大
雲
寺
を
経
て
園
城
寺
に
転
じ
て
、
龍
雲
房
に
住
し
て
寺
門
派
の
教
宣
を
張
っ
て

以
降
も
、
山
門
派
と
寺
門
派
と
の
争
い
は
続
く
。

　

慶
祚
の
資
は
多
く
、
現
存
の
慶
祚
以
降
の
西
墓
点
加
点
資
料
の
奥
書
に
確
認
さ
れ
る

次
世
代
を
支
え
た
寺
門
派
僧
の
永
円
、
心
誉
、
行
円
、
頼
尊
等
は
、
い
ず
れ
も
慶
祚
と

師
弟
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
餘
慶
の
入
室
弟
子
で
あ
る
明
尊
も
、
慶
祚
の
弟
子

で
あ
る
。

　

明
尊
は
、
小
野
奉
時
の
息
、
道
風
の
孫
で
、
授
業
師
は
餘
慶
、
慶
祚
に
つ
い
て
顕

密
を
良
く
し
た
。
藤
原
頼
通
の
信
を
得
て
い
た
。
長
暦
二
年(

一
〇
三
八)

九
月
、
第

二
十
七
代
天
台
座
主
慶
命
の
遷
化
を
受
け
て
、
朝
議
は
、
明
尊
の
天
台
座
主
補
任
を
決

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
山
門
派
の
衆
徒
が
騒
ぎ
、
明
尊
の
天
台
座
主
補
任
を
阻
ん
だ
。

長
暦
三
年
、
山
門
の
多
く
の
衆
徒
が
祇
陀
林
寺
集
ま
っ
た
の
を
聞
き
及
ん
だ
頼
通
は
、

使
い
を
派
遣
し
て
、
天
台
座
主
の
職
は
、
慈
覚
大
師
系
の
山
門
派
が
占
有
し
て
き
た
訳

で
は
な
く
て
、
有
能
な
人
を
選
ん
で
補
任
し
て
い
る
。
智
証
大
師
系
の
寺
門
派
僧
も
多
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く
天
台
座
主
に
就
い
て
い
る
。
明
尊
は
優
れ
た
僧
で
、
朝
議
を
拒
む
な
、
と
告
げ
さ
せ

た
が
、
山
門
派
の
衆
徒
は
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
衆
徒
は
、
頼
通
の
館
に
押
し
か
け
て

騒
ぎ
仕
切
り
に
門
を
叩
い
た
。
こ
の
騒
ぎ
に
対
し
て
、
頼
通
は
怒
り
、
平
直
方
に
命
じ

て
兵
達
に
矢
を
射
か
け
て
追
い
散
ら
さ
せ
た
。
こ
れ
を
発
端
と
し
て
山
門
派
と
寺
門
派

て
の
確
執
が
再
燃
す
る
。

　

山
門
派
の
寺
門
派
へ
の
措
置
と
し
て
は
、
戒
壇
院
を
寺
門
派
僧
に
開
放
す
る
事
を
停

止
し
て
、
寺
門
派
僧
は
、
比
叡
山
で
の
受
戒
が
で
き
ぬ
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
事
態
を

受
け
て
、
明
尊
は
、
園
城
寺
に
戒
壇
を
設
け
る
こ
と
を
上
奏
し
た
。
こ
れ
に
対
し
長
久

二
年(

一
〇
四
一)

五
月
、
諸
宗
に
対
し
て
、
園
城
寺
に
戒
壇
を
設
け
る
べ
き
か
否
か
の

宣
問
が
あ
っ
て
、
法
相
宗
、
律
宗
、
華
厳
宗
、
三
論
宗
、
真
言
宗
は
賛
意
を
答
え
た
が
、

天
台
宗
の
徒
の
み
応
じ
な
か
っ
た
。
こ
の
天
台
宗
寺
門
派
が
、
園
城
寺
に
戒
壇
を
持
て

な
か
っ
た
事
態
は
、
鎌
倉
時
代
に
ま
で
及
び
、
寺
門
派
の
対
山
門
派
へ
の
怨
讐
と
し
て

残
る
こ
と
と
な
る
。

　

永
承
三
年(

一
〇
四
八)

八
月
十
一
日
、朝
廷
は
再
び
明
尊
に
、天
台
座
主
の
勅
を
下
す
。

同
十
三
日
、
明
尊
は
天
台
座
主
の
辞
表
を
上
奏
す
る
。
在
位
三
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

明
尊
は
、
康
平
六
年(

一
〇
六
三)

六
月
二
十
六
日
、
九
十
三
歳
の
長
寿
を
全
う
し
て
志

賀
寺
に
遷
化
し
た
。

　

さ
て
、
右
の
明
尊
の
天
台
座
主
補
任
を
巡
り
、
寺
門
派
に
対
し
て
山
門
派
は
、
戒
壇

に
登
る
こ
と
を
許
さ
ず
、寺
門
派
は
、比
叡
山
で
の
受
戒
得
度
が
出
来
な
く
な
っ
た
訳
で
、

い
か
ほ
ど
の
年
分
度
者
が
許
さ
れ
よ
う
と
も
、
比
叡
山
上
の
戒
壇
を
使
っ
て
は
僧
に
成

れ
な
い
事
態
と
な
っ
た
。
ま
た
、
寺
門
派
独
自
の
戒
壇
が
許
さ
れ
ず
、
寺
門
派
僧
達
は
、

南
都
の
戒
壇
を
頼
っ
て
受
戒
得
度
す
る
事
と
な
っ
た
。

　

平
安
時
代
後
半
期
の
寺
門
派
の
人
々
の
悲
願
は
、
寺
門
派
独
自
の
戒
壇
を
持
つ
こ
と

と
な
っ
た
。
逸
話
の
一
つ
を
掲
げ
れ
ば
、
藤
原
有
家
の
息
、
寺
門
派
僧
頼
豪
は
、
顕
密

に
通
じ
て
、
白
河
帝
の
寵
を
得
、
詔
勅
に
従
っ
て
白
河
帝
の
跡
継
ぎ
誕
生
を
祈
っ
た
。

承
保
元
年(

一
〇
七
四)

の
冬
に
、
白
河
帝
の
皇
太
子
が
生
誕
し
た
。
こ
れ
に
喜
ん
だ
白

河
帝
は
、頼
豪
祈
祷
の
験
あ
り
と
し
て
、そ
の
賞
を
頼
豪
の
望
み
通
り
と
す
る
事
と
し
た
。

頼
豪
は
、
園
城
寺
独
自
の
戒
壇
を
所
望
し
た
が
、
山
門
派
に
阻
ま
れ
て
、
勅
裁
が
下
り

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
頼
豪
は
、
こ
れ
を
深
く
恨
み
つ
つ
、
応
徳
元
年(

一
〇
八
四)

五

月
四
日
、
齢
八
十
三
に
し
て
示
寂
し
た
。
死
後
、
頼
豪
の
怨
み
の
深
さ
の
噂
話
と
し
て

世
俗
に
は
、
頼
豪
は
死
ん
で
鼠
と
な
り
、
比
叡
山
の
聖
教
を
食
い
破
っ
て
い
る
と
の
俗

説
が
流
れ
た
と
言
う(

本
朝
高
僧
伝
巻
第
五
十)

。

　

源
隆
国
の
息
、
鳥
羽
僧
正
覚
猷
の
場
合
も
、
顕
密
の
奥
底
を
極
め
て
、
天
治
二
年

(

一
一
二
五)

園
城
寺
長
吏
に
補
せ
ら
れ
、
保
延
四
年(

一
一
三
八)

十
月
二
十
七
日
、

天
台
座
主
に
補
任
せ
ら
れ
る
も
、
山
門
派
衆
徒
の
怒
り
を
憚
り
、
三
日
で
辞
退
し
た
。

　

右
は
、
平
安
時
代
後
半
期
の
山
門
派
と
寺
門
派
と
の
確
執
の
歴
史
の
一
部
で
あ
る
が
、

こ
の
対
立
は
、
鎌
倉
時
代
に
ま
で
持
ち
越
さ
れ
る
。

　

さ
て
、「
△
」
声
点
の
生
成
が
、
天
台
宗
寺
門
派
龍
雲
房
慶
祚
と
見
て
、
慶
祚
以
降
の

寺
門
派
西
墓
点
資
料
の
中
に
認
め
ら
れ
る
と
概
括
し
た
場
合
、
例
外
が
存
す
る
。
天
台

宗
比
叡
山
上
に
残
っ
た
西
墓
点
資
料
で
、
天
台
宗
山
門
派
等
が
関
係
し
た
十
二
世
紀
院

政
期
の
訓
点
資
料
に
は
「
△
」
声
点
が
現
れ
な
い
。
園
城
寺
に
緊
密
な
平
安
後
期
、
院

政
期
資
料
に
も
、「
△
」
声
点
が
出
現
し
な
い
資
料
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

一
方
で
、
寺
門
派
の
資
料
で
あ
る
と
は
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
資
料
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、「
△
」
声
点
が
出
現
す
る
資
料
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
△
」
声
点
は
、
南
都
系

の
資
料
の
中
に
も
使
用
例
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

南
都
系
の
資
料
に
用
い
ら
れ
た
「
△
」
声
点
は
、
右
に
説
い
た
園
城
寺
独
自
の
戒
壇

が
持
て
な
か
っ
た
こ
と
で
寺
門
派
の
僧
徒
は
ど
の
よ
う
に
し
て
受
戒
得
度
し
た
の
か
と

い
う
観
点
か
ら
、
例
外
処
理
が
可
能
で
あ
る
。
即
ち
、
寺
門
派
の
僧
徒
と
、
南
都
の
僧

と
の
人
的
交
流
の
密
度
と
比
例
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　

天
台
宗
寺
門
派
に
限
ら
ず
で
あ
る
が
、
南
都
系
の
仏
教
集
団
は
、
天
台
宗
寺
門
派
が

比
叡
山
上
の
戒
壇
院
か
ら
閉
め
出
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
平
安
新
仏
教
集
団
の
人
々
と
の

行
き
来
が
認
め
ら
れ
る
。
南
都
古
宗
は
、
本
来
顕
教
系
の
仏
教
で
あ
る
が
、
平
安
新
仏

教
の
成
立
時
期
か
ら
、
天
台
宗
や
真
言
宗
と
の
交
流
が
指
摘
さ
れ
る
。
訓
点
資
料
と
し

て
は
極
初
期
資
料
に
属
し
て
、
延
暦
年
間
の
奥
書
が
明
確
な
資
料
と
し
て
著
名
な
大
東
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急
記
念
文
庫
蔵
続
華
厳
経
略
疏
刊
定
記
巻
第
五（

８
）な
ど
華
厳
経
関
係
の
資
料
に
、
訓
点
記

入
が
始
ま
っ
た
と
想
像
さ
れ
て
い
る
が
、
華
厳
経
関
係
の
平
安
初
期
の
資
料
は
、
南
都

と
比
叡
山
に
存
し
て
、
こ
の
人
的
交
流
の
存
在
が
想
像
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
安
初

期
の
真
言
宗
と
南
都
古
宗
と
の
人
的
交
流
は
、
例
え
ば
、
空
海
は
東
大
寺
別
当
と
な
っ

て
い
る
し
、
以
降
、
真
言
宗
と
南
都
系
と
の
交
流
は
、
色
濃
く
存
し
て
真
言
宗
醍
醐
寺

の
聖
宝
な
ど
も
東
大
寺
別
当
を
務
め
て
い
る
。

　

天
台
宗
寺
門
派
の
僧
に
つ
い
て
も
、
南
都
で
の
仏
事
の
導
師
を
務
め
た
記
事（

９
）は

、
多

く
て
、
寺
門
派
の
戒
壇
問
題
以
前
に
も
そ
う
し
た
南
都
と
の
人
的
関
係
が
指
摘
で
き
る
。

天
台
宗
寺
門
派
に
と
っ
て
は
、
比
叡
山
の
寺
門
派
に
対
す
る
戒
壇
が
閉
ざ
さ
れ
て
以
来
、

南
都
の
戒
壇
は
、自
派
の
生
存
問
題
で
、南
都
の
戒
壇
で
受
戒
得
度
す
る
と
言
う
こ
と
は
、

授
業
師
と
受
戒
を
受
け
た
資
と
の
関
係
で
、
単
な
る
知
己
の
僧
の
関
係
と
は
異
な
っ
て
、

師
弟
と
し
て
密
な
る
も
の
で
あ
る
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

さ
て
、
先
学
の
論
考
の
中
に
天
台
宗
寺
門
派
西
墓
点
資
料
以
外
の
資
料
に
お
い
て
、

「
△
」
声
点
の
出
現
す
る
資
料
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、築
島
裕
博
士
の
論
文
「
濁

点
の
起
源（

１
０
）」
に
は
、
西
墓
点
以
外
の
訓
点
資
料
で
、
喜
多
院
点
加
点
資
料
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
喜
多
院
点
資
料
だ
け
を
掲
げ
れ
ば
、

　
　

興
福
寺
藏
高
僧
傳
康
和
二
年
（
一
一
〇
〇
）
点
（
喜
多
院
點
）

　
　

大
東
急
記
念
文
庫
藏
辨
正
論
保
安
四
年
（
一
一
二
三
）
点
（
法
隆
寺
僧
靜
因
加
點
、

喜
多
院
點
）

　
　

法
隆
寺
及
國
會
圖
書
館
藏
大
慈
恩
寺
三
藏
法
師
伝
天
治
三
年
（
一
一
二
六
）
点
（
法

　
　
　

隆
寺
僧
覺
因
加
點
、
喜
多
院
點
）

の
三
資
料
が
、
喜
多
院
点
加
点
資
料
で
、
後
二
点
は
、
法
隆
寺
僧
と
あ
っ
て
、
南
都
の

僧
侶
の
使
用
例
で
あ
る
。
博
士
は
、
こ
の
文
献
列
挙
の
後
に
、

　
　
　

又
、觀
智
院
本
類
聚
名
義
抄
篇
目
に
は
△
（
清
音
）
△△
（
濁
音
）
の
よ
う
に
聲
點

　
　
　
を
附
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
他
に
例
を
見
な
い
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本

　
　
　
に
附
せ
ら
れ
た
ヲ
コ
ト
點
は
喜
多
院
點
で
あ
る
。
以
上
、
△
を
用
ゐ
た
點

　
　
　
の
ヲ
コ
ト
點
は
何
れ
も
西
墓
點
又
は
喜
多
院
點
で
、
天
台
宗
と
法
相
宗
と
に
亙
つ

　
　
　
て
い
る
が
、
眞
言
関
係
の
資
料
が
見
え
な
い
の
は
偶
然
で
あ
ろ
う
か
、
尚
考
へ

　
　
　
た
い
。（
二
九
六
頁
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
天
台
宗
寺
門
派
と
法
相
宗
と
の
「
△
」
声
点
使
用
の
前
後
関
係

に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
言
語
集
団
で
の
使
用
濁
声
点
に
共
に
、「
△
」
の
広

が
り
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

稿
者
は
、「
△
」
声
点
の
発
祥
が
、
寺
門
派
園
城
寺
で
龍
雲
房
慶
祚
を
初
発
と
想
定
し

て
み
た
が
、
後
、
南
都
へ
の
広
が
り
を
得
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
南
都
へ
の
伝
流
の

契
機
は
、天
台
宗
山
門
派
と
寺
門
派
と
の
抗
争
の
中
で
、寺
門
派
明
尊
の
時
代
に
な
っ
て
、

明
尊
の
天
台
座
主
補
任
（
長
暦
二
年(

一
〇
三
八)

）
に
山
門
派
が
反
対
し
て
寺
門
派
僧

へ
の
戒
壇
院
を
閉
ざ
し
、
寺
門
派
僧
が
比
叡
山
上
の
戒
壇
に
登
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に

端
を
発
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
比
叡
山
上
で
受
戒
得
度
で
き
な
い
寺
門
派
は
、
南

都
を
頼
り
受
戒
得
度
し
て
僧
と
な
っ
た
。
南
都
僧
を
授
業
師
と
し
て
師
弟
関
係
を
結
ん

だ
。
当
然
、
南
都
の
顕
教
の
教
学
が
寺
門
派
に
及
ん
で
も
当
然
で
あ
る
し
、
逆
に
天
台

宗
寺
門
派
に
は
、
よ
り
身
近
な
存
在
と
な
っ
た
南
都
僧
に
寺
門
派
の
顕
密
の
学
が
及
ん

で
も
な
ん
の
不
思
議
も
な
い
。

　

管
見
に
入
っ
た
最
も
年
代
の
古
い
南
都
の
関
係
し
た
喜
多
院
点
資
料
で
「
△
」
を

使
用
し
て
い
る
の
は
、
十
二
世
紀
に
な
っ
た
ば
か
り
の
興
福
寺
蔵
高
僧
伝
康
和
二
年

（
一
一
〇
〇
）
点
で
あ
る
。
天
台
宗
山
門
派
が
寺
門
派
に
対
し
て
戒
壇
院
を
閉
ざ
し
て
約

六
十
年
後
の
加
点
資
料
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
寺
門
派
明
尊
よ
り
も
下
る
資
料
し
か
し

ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
右
の
推
論
の
可
能
性
は
崩
れ
は
し
な
い
が
、
如
何
せ
ん
、
喜
多

院
点
で
「
△
」
使
用
の
実
証
的
証
拠
が
少
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
今
後
の
課
題

と
し
て
は
、
か
か
る
「
△
」
使
用
の
、
西
墓
点
以
外
の
喜
多
院
点
を
含
め
た
例
外
的
資

料
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
の
発
掘
に
頼
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
旧
稿
に
短
く
記
し
た
「
△
」
声
点
を
産
ん
だ
慶
祚
の
内
に
は
、
寺
門
派
の
ア
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イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
立
が
発
祥
―
表
記
史
上
の
言
語
変
化
―
の
理
由
の
一
つ
で
あ

ろ
う
と
論
じ
て
み
た
。

　

日
本
語
史
の
研
究
は
、
記
述
を
持
っ
て
研
究
の
目
的
と
し
、
記
述
が
全
て
で
あ
る
と

の
意
見
も
実
際
耳
に
す
る
。
一
つ
の
研
究
の
態
度
と
し
て
は
あ
り
得
る
こ
と
で
否
定
は

し
な
い
。
理
科
学
基
礎
研
究
に
お
い
て
も
記
述
を
持
っ
て
研
究
の
最
終
目
標
と
す
る
場

合
が
あ
る
の
も
確
か
で
、
そ
れ
を
否
定
す
る
気
持
ち
は
な
い
。
自
然
科
学
に
お
い
て
は
、

研
究
対
象
は
無
限
に
近
い
程
あ
っ
て
、
一
つ
の
記
述
が
、
そ
れ
ま
で
の
理
論
を
根
底
か

ら
覆
す
例
は
い
く
ら
で
も
あ
ろ
う
。
量
子
力
学
の
出
現
も
二
重
ス
リ
ッ
ト
実
験
な
ど
の

記
述
結
果
で
、
旧
来
の
物
理
学
を
塗
り
替
え
て
き
た
。

　

日
本
語
史
の
場
合
の
究
極
的
な
研
究
対
象
は
、
人
間
の
内
界
の
探
求
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
些
か
飛
躍
が
あ
る
と
お
感
じ
の
諸
賢
も
あ
ろ
う
が
、
語
彙
論
や
意
味
論
の
場

合
特
に
、
人
間
の
認
識
構
造
や
、
価
値
観
、
思
想
の
構
造
や
、
そ
の
個
体
史
の
変
化
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
日
本
語
研
究
、
日
本
語
史
研
究
が
、
理
論
的
に
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
語
史
の
場
合
、
自
然
科
学
の
研
究
な
ど
と
異
な
る
の
は
、
資
料
が
有
限
で
あ
っ

て
、
時
代
を
遡
れ
ば
遡
る
だ
け
絶
対
量
が
少
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、「
記
述
」
な
る
も
の

を
ど
う
概
念
規
定
し
て
実
際
の
研
究
を
ど
う
目
的
化
す
る
か
と
言
う
こ
と
に
恐
ら
く
研

究
者
間
の
個
人
差
が
あ
ろ
う
か
ら
、
一
口
に
記
述
研
究
に
終
止
す
る
日
本
語
史
の
研
究

は
、
資
料
の
絶
対
量
と
と
も
に
、
伝
存
す
る
資
料
に
は
必
ず
偶
然
性
が
つ
き
ま
と
っ
て

切
り
離
せ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
歴
史
的
な
日
本
語
研
究
の
解
析
方
法
を
開
拓
し
て
い

く
方
向
、
つ
ま
り
漢
文
訓
読
語
史
研
究
も
方
法
論
の
深
化
に
向
か
う
べ
き
時
期
な
の
で

あ
ろ
う
と
、
稿
者
は
判
断
し
て
い
る
。

　

そ
の
解
析
方
法
と
し
て
、
平
安
時
代
中
期
か
ら
平
安
後
期
・
院
政
期
へ
と
流
れ
る
時

代
の
、天
台
教
団
の
人
々
の
生
活
の
歴
史
を
記
述
し
て
、そ
う
し
た
人
間
の
活
動
営
為
が
、

表
記
史
に
お
け
る
誠
に
断
片
的
な
例
で
あ
る
が
、「
△
」
声
点
の
発
祥
と
伝
流
・
伝
播
に

関
わ
っ
て
い
る
と
言
っ
た
解
析
を
試
み
た
。

　

大
方
の
諸
賢
の
ご
批
判
を
頂
き
た
い
。

　
　
　
　
　

注

　
　

１
、
拙
稿
「
院
政
期
の
天
台
宗
寺
門
派
西
墓
点
資
料
に
お
け
る
声
点
―
「「
△
」」
声
点
の
発
祥
と

　
　
　
　

伝
流
―
」（『
表
現
技
術
研
究
』
第
五
号
、
平
成
二
十
一
年
三
月
）。

　
　

２
、
注
１
文
献
。

　
　

３
、
注
１
文
献
。

　
　

４
、
拙
稿
「
天
台
宗
寺
門
派
西
墓
点
資
料
に
お
け
る
訓
読
語
の
活
動
―
平
安
中
期
・
平
安
後
期
資

　
　
　
　

料
の
声
点
を
中
心
に
―
」（『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第
六
十
九
号
、
平
成　

　
　
　
　

二
十
一
年
十
二
月
）。

　
　

５
、
注
１
文
献
。

　
　

６
、
拙
稿
「
訓
点
資
料
の
日
本
語
史
料
と
し
て
の
評
価
に
つ
い
て
（
下
）」（『
広
島
大
学
大
学
院
文

　
　
　
　

学
研
究
科
論
集
』
第
七
十
四
号
、
平
成
二
十
六
年
十
二
月
）。

　
　

７
、
注
４
文
献
。

　
　

８
、
月
本
雅
之
「
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
続
華
厳
経
略
疏
刊
定
記
巻
第
五
の
訓
点
に
つ
い
て
」（『
鎌

　
　
　
　

倉
時
代
語
研
究
』
第
二
十
三
緝
、
平
成
十
二
年
十
月
）。

　
　

９
、
平
林
盛
得
・
小
池
一
行
編
『
五
十
音
引

僧
綱
補
任

僧
歴
綜
覧　

推
古
丗
二
年
―
元
暦
二
年
』（
昭
和
五
十
七
年

　
　
　
　

七
月
、
笠
間
書
院
）
等
の
僧
暦
資
料
に
よ
る
。

　
　

10
、
築
島
裕
「
濁
点
の
起
源
」（
東
京
大
学
教
養
学
部
『
人
文
科
学
科
紀
要
』
第
32
輯
、
昭
和

　
　
　
　

三
十
九
年
四
月
）。

　
　
　
　
〈
参
考
文
献
〉

　
　

◯
園
城
寺
伝
記
、
愚
管
抄
、
公
卿
補
任
、
元
亨
釈
書
、
古
事
談
、
今
昔
物
語
集
、
寺
門
高
僧
記
、

　
　
　

寺
門
伝
記
補
録
、
真
言
伝
、
撰
集
抄
、
僧
綱
補
任
、
大
日
本
史
料
、
天
台
座
主
記
、
伝
法
灌
頂

　
　
　

相
承
略
記
、
二
中
歴
、
日
本
紀
略
、
百
錬
抄
、
扶
桑
略
記
、
本
朝
高
僧
伝
。

　
　
　
　
　
【
付
記
】

　
　
　

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「 

訓
点
語
彙
の
意
味
論
的
研
究—

文
脈
付
き

　
　
　

訓
点
語
彙
コ
ー
パ
ス
の
作
成—

」（
課
題
番
号26370539

・
研
究
代
表
者
松
本
光
隆
）
に
よ
る

　
　
　

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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